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　市民人権標語 　　　小学生の作品　　　ありがとう　優しい気持ちは　おもてなし

私たち
一人ひとりの
取組が大切です

「
山
、
川
、
海
、

　

自
然
と
調
和
し
た

　
　

美
し
い
文
化
の
ま
ち

　
　
　
　
　
　
　

た
け
は
ら
」

　

右
の
言
葉
は
、
竹
原
市
の
望
ま

し
い
環
境
像
を
簡
潔
に
表
し
た
言

葉
で
す
。

　

市
で
は
、
竹
原
市
の
豊
か
な
環

境
を
将
来
の
世
代
に
つ
な
い
で
い

く
た
め
、
平
成
22
年
に
「
環
境
基

本
計
画
（
以
下
「
計
画
」
と
い
う
。
）

を
策
定
し
、
環
境
保
全
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推

進
し
て
い
ま
す
。

関
心
が
高
い
重
要
な
環
境
課
題

　

計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
り
実

施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
に
よ
る
と
、
関
心
が
高
い
重
要
な

環
境
課
題
と
し
て
、
次
の
３
つ
が
特

徴
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
地
球
環
境
問
題
で
は
、
「
地
球

　

温
暖
化
」
や
「
オ
ゾ
ン
層
」
、「
酸

　

性
雨
」
、
「
海
洋
汚
染
」
に
つ
い

　

て
関
心
が
高
い
。

②
環
境
に
対
す
る
満
足
度
で
は
、

　

「
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
」
や
「
公

　

園
の
広
さ
や
数
」
、
「
ご
み
の
ポ

　

イ
捨
て
防
止
」
に
つ
い
て
満
足

　

度
が
低
い
。

③
市
が
力
を
入
れ
て
い
く
分
野
で

　

は
、
「
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ

　

ク
ル
」
や
「
自
然
や
歴
史
と
調

　

和
し
た
良
好
な
景
観
や
町
並
み

　

の
保
全
」
、
「
ご
み
が
落
ち
て
い

　

な
い
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
」

　

に
つ
い
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

５
つ
の
基
本
目
標

　

計
画
で
は
望
ま
し
い
環
境
像
の

実
現
に
向
け
て
、
環
境
の
現
状
や

課
題
を
踏
ま
え
、
次
の
５
つ
の
環

境
要
素
ご
と
に
基
本
目
標
を
設
定

し
て
い
ま
す
。

「
生
活
環
境
」

　

き
れ
い
な
空
気
と
水
と
土
、
安

全
・
安
心
で
健
康
で
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
目
指
し
ま
す
。

「
自
然
環
境
」

　

自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
自
然
を
大

切
に
し
、
自
然
を
守
り
ま
す
。

「
快
適
環
境
」

　

歴
史
と
文
化
を
守
り
、
う
る
お

い
の
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指

し
ま
す
。

「
地
球
環
境
」

　

地
球
環
境
を
守
る
大
切
さ
を
思

い
、
身
近
な
こ
と
か
ら
行
動
し
ま
す
。

「
環
境
教
育
等
」

　

市
民
み
ん
な
が
参
加
し
て
、
環

境
保
全
に
取
り
組
む
ま
ち
を
目
指

し
ま
す
。

豊
か
な
環
境
を
将
来
の
世
代
に

つ
な
い
で
い
く
た
め
に

　

市
で
は
、
こ
の
５
つ
の
基
本
目

標
を
達
成
す
る
た
め
、
「
廃
棄
物

の
３
Ｒ
の
推
進
」
、
「
不
法
投
棄
の

防
止
」
、
「
自
然
環
境
の
保
護
・
保

全
」
、
「
ま
ち
の
美
観
の
維
持
・
向

上
」
、
「
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
」
、
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
」
、
「
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会

に
お
け
る
環
境
教
育
の
推
進
」
な

ど
様
々
な
環
境
施
策
に
取
組
ん
で

い
ま
す
。

　

良
好
な
大
気
や
水
、
静
穏
な
環
境

は
、
私
た
ち
が
健
康
で
安
心
し
て
暮

ら
す
た
め
の
基
本
的
な
条
件
で
す
。

　

環
境
問
題
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
行
動
が
積
み
重
な
っ
て
生

じ
て
い
ま
す
。
行
政
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
自
発

的
な
取
組
み
も
大
切
で
す
。

　

地
球
環
境
の
保
全
と
、
本
市
の

豊
か
な
自
然
を
次
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
、
市
民
・
事
業
者
・

行
政
が
協
働
し
て
、
取
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

「
リ
サ
イ
ク
ル
」
の
実
践
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
広
島
中
央
環
境
衛
生

組
合
と
連
携
し
て
、
ご
み
の
減
量

及
び
資
源
化
の
促
進
と
環
境
負
荷

の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
も
の

の
多
く
は
海
外
か
ら
の
原
材
料

に
頼
っ
て
い
ま
す
。

　

使
え
る
も
の
は
ご
み
に
せ

ず
、
大
切
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

「
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
は
、
再
資

源
化
を
意
味
し
、
廃
棄
物
の
内
、

資
源
と
し
て
使
用
可
能
な
も
の
を

回
収
し
て
加
工
し
、
も
う
一
度
資

源
と
し
て
使
用
す
る
も
の
で
す
。

　

ご
み
処
理
に
よ
る
環
境
へ
の

負
荷
を
軽
減
し
、
併
せ
て
ご
み

処
理
経
費
の
大
き
な
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
ご
み
排
出
量
の
削
減
と

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
取
組
み

ま
し
ょ
う
。

【リサイクルの実践方法】　

・市のルールに従い、分別回収に協力する。
【リサイクルマーク】種類ごとに分別して出しましょう。

・ＰＴＡや子ども会などが実施する集団回収やスーパーなどの店頭回収等
　を利用する。

・生ごみは電動生ごみ処理機やコンポスト等を利用して堆肥にして使う。

・物を買うときは、できるだけリサイクルしやすいものを選ぶ。

・リサイクル製品を購入する。
【リサイクル製品マーク】

問い合わせ　まちづくり推進課生活環境係　☎ 22-2279

→古紙再生紙 →古紙パルプ配合率100％

　
再生紙使用

→ペットボトル

　
リサイクル再生製品

→紙製容器包装

　
紙が総重量の 50％を占める。

→プラスチック製容器包装

→スチール缶

→紙パック製容器包装

　
（アルミ不使用）

→アルミ缶

→ペットボトル


